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議事

1.識事録確認

( 第 144回委員会の議事録(資料 145圃t)について，報告事項2.9の fMAG・LD合同研究会」は fRM・

¥ LD合同研究会Jと指摘があり修正の上，承認された。

2.報告事項

2.1 6月29日に開催した LD/TER合同研究会@宇都宮で発表 4件と少なかったと説明があった。インフ

ォメーションが必要と意見があり，合同研究会のリマインダの送信範囲について電気学会 奈良様

に確認が必要と意見があった。

2.2 資料 145-2を基に，北野委員長から LD技委のメンバーについて説明があった。最新は，資料 145幽2

のメンバーである。名簿とスケジュールの変更はメールにて連絡をとのこと。長谷川委員から MLV

委員会は 8月初日東京との説明があった。大橋委員から 2016年 1月 LD研究会@関西大の開催に

て学生の研究はひと段落していることと企業の方の参加が提案され開催日は後日決定することと

なった。矢島幹事より MEL委員会と LD研究会を同日にすることで企業の方の参加が増えるとの

提案があった。

2.3資料 145・3を基に，北野委員長から LD技委について説明があった。

2.4資料 145-4を基に，北野委員長から平成27年度 LD技委活動報告について説明があった。樋口委員

(代理報告北野委員長)から 5月 14・15日に開催された第27回「電磁力関連のダイナミクス」シン

ポジウムについて成功裏に終わったとの報告があった。

2.5 資料 145-5を基に，北野委員長から平成 26年度研究会(開催数，発表論文数，資料予約者総数)に

ついて説明があった。合同開催の発表論文数のカウント方法について内容で分離した方がょいとの
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意見があった。

2.6資料 145-6を基に，北野委員長から産業応用部門技術委員会の構成状況について説明があった。技

委によっては他学会などの非会員が構成員とし含まれているとの説明があった。

2.7資料 145-7を基に，北野委員長から共通英文論文誌向け解説論文について説明があった。解説論文

について LDIA特集や海外の著名な研究者と国内の研究者とのコラボ企画などがよいとの意見があ

2.8説。附O此北野委員長村長谷川鱗ら田中委員へ変更の説明尚北。

2.9資料 145・11を基に，長谷川委員から 11月 20輔 21日に開催される MDILDIMAG合同研究会について

案内があった。

2.10資料 145・16を基に，北野委員長から 8月 6-7日に大阪工大で開催された LDIHCA/RM合同研究会の

報告があった。発表件数の不足の際，合同研究会のため'情報共有が困難であったことでアナウンス

のやり方について見直す必要があると意見があった。

3.審議事項

3.1 資料 145-8を基に，平成 28年全国大会シンポジウムについて審議された。シンポジウムについて

MLV委員会の全国大会はなしとし 2016年度の D部門大会でシンポジウムを行うこととなった。

3.2資料 145・9を基に， LDIA2017の開催について審議された。現地実行委員会の設置について来年に

立ち上げが必要と意見があった。査読についてはLD委員を中心に構成してはとの意見があった。
(ヘ)

4.各調査専門委員会活動報告

資料 145・12""資料 14牛15を用いて，各調査専門委員会から活動報告があった。
タ

次回(第 147回)開催予定:2015年 12月 11日(金)15: 00""17:30 JR東海品川ピル
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